
タンザニア

南アフリカ共和国

セネガル

ウガンダ

エチオピア

アフリカの水問題に挑む「水の防衛隊」
私たち人間の生活になくてはならない水がアフリカで不足している。

一人でも多くの人が安全な水とともに生きられるよう、日本の「水の防衛隊」が動き出した。

アフリカ AFRICA

世
界
一
給
水
率
が
低
い
エ
チ
オ
ピ
ア

技
術
者
育
成
と
住
民
の
衛
生
教
育

「水の防衛隊」募集中！

JICAでは、「水の防衛隊」としてアフリカで活動
する青年海外協力隊・シニア海外ボランティアを
募集しています。詳細はホームページ（http://ww
w.jica.go.jp/）をご覧ください。

派遣予定国：エチオピア、ケニア、タンザニア、ウガンダ、ル
ワンダ、マダガスカル、ザンビア、ガーナ、セネガル、ベナンなど

活動分野：村落給水（公衆衛生、水管理組合の活性化、
給水施設の維持管理など）、都市給水（運営維持管理、浄

水施設管理、配管管理など）

募集期間：2009 年度春（4月上旬～5月上旬）ほか順次

地表に染み出た水をくむ子ども。不衛生な地表水の利用は水系感染症の大きな原因だ

給水施設の建設予定地で測量を行う現地スタッフ。最近は、セメ
ントやパイプなど資材の高騰も問題となっている

水くみを手伝う少女と児島さん。こうした労働によって教育を受けられない子どもも多い

2008年12月、「水の防衛隊」としてセネガルに派遣された村落開発普及員の奥河洋介隊
員（右）と段原晴美隊員。日本と現地で「水の防衛隊」としての研修を受け、12月から住民
による給水施設の維持管理体制を強化するための活動に取り組んでいる

　

角
田
さ
ん
と
児
島
さ
ん
が
技
術
者
の
育
成
に
取
り

組
む
一
方
、
村
落
開
発
普
及
員
の
鈴
木
淑
子
隊
員
は

主
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
給
水
施
設
の
維
持

管
理
方
法
や
水
に
関
す
る
衛
生
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
エ
チ
オ
ピ
ア
に
は
こ
う
し
た
活
動
を
担
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ス

タ
ッ
フ
が
い
る
が
、
人
数
・
能
力
が
十
分
と
は
い
え

な
い
。
鈴
木
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
と
、

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
育
成
に
力
を
入
れ
る
。

　

安
全
な
水
を
手
に
で
き
な
い
人
は
世
界
で
11
億
人
。

そ
の
多
く
が
暮
ら
す
ア
フ
リ
カ
の
水
問
題
を
解
決
し

た
い
と
い
う
熱
き
思
い
を
込
め
た
日
本
の
「
水
の
防

衛
隊
」
構
想
。
水
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か
ら

人
々
を
〝
守
る
〞
彼
ら
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

　

ア
フ
リ
カ
東
部
エ
チ
オ
ピ
ア
。
こ
こ
は
世
界
で
最

も
給
水
率
の
低
い
国
の
一
つ
だ
。
人
口
約
８
０
０
０

万
の
う
ち
、
安
全
な
水
を
手
に
で
き
る
の
は
わ
ず
か

２
割
程
度
。
６
０
０
０
万
以
上
も
の
人
々
が
安
心
し

て
水
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

中
で
も
、
首
都
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
か
ら
車
で
７
時
間

の
南
部
諸
民
族
州
は
、
国
内
で
３
番
目
に
給
水
率
が

低
い
。
人
々
は
手
掘
り
井
戸
や
川
・
湖
沼
の
地
表
水

を
一
日
何
時
間
も
か
け
て
運
ぶ
な
ど
し
て
生
活
用
水

を
得
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
水
は
不
衛
生
で
、

下
痢
症
や
コ
レ
ラ
、
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
な
ど
の
水
系

感
染
症
に
か
か
る
人
が
後
を
立
た
な
い
。
豊
富
な
地

下
水
に
も
フ
ッ
素
や
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
、
飲
料
用
に
は
向
か
な
い
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、
今
ま
さ
に
活

動
し
て
い
る
の
が
３
人
の
「
水
の
防
衛
隊
」
だ
。
青

年
海
外
協
力
隊
員
の
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
生
か
し
て
、
同
州
が
進
め
る
水
源
開
発
や
給
水
施

設
の
拡
充
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
「
水
の
防
衛
隊
」
と
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
安
全

な
水
を
安
定
的
に
届
け
る
た
め
、
日
本
の
技
術
者
を

水
問
題
が
深
刻
な
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
に
派
遣
す
る

日
本
の
構
想
。
２
０
０
８
年
に
横
浜
で
開
か
れ
た
第

４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
で
福

田
康
夫
首
相（
当
時
）が
発
表
し
た
。
水
資
源
の
確
保
、

給
水
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理
、
水
管
理
組
合
の
活

性
化
、
衛
生
啓
発
と
い
っ
た
分
野
を
中
心
に
、
２
０

１
３
年
ま
で
の
５
年
間
で
約
２
０
０
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
専
門
家
を
派
遣
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
第
一
陣
が
エ
チ
オ
ピ
ア
の
３
人
。
す
で
に
セ

ネ
ガ
ル
で
も
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
後
タ

ン
ザ
ニ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ウ
ガ
ン
ダ
へ
の

派
遣
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

有
害
物
質
の
多
い
地
下
水
を
有
効
な
水
源
と
し
て

活
用
し
よ
う
と
、
水
資
源
開
発
の
技
術
者
、
角
田
晋

一
郎
隊
員
は
水
質
検
査
や
浄
化
方
法
を
検
証
し
て
い

る
。南
部
諸
民
族
州
と
そ
の
周
辺
の
地
下
水
に
は
フ
ッ

素
が
多
く
含
ま
れ
、「
目
下
の
活
動
は
、
フ
ッ
素
の
除

去
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
」
だ
と
言
う
。
さ
ま
ざ
ま

な
浄
化
方
法
の
中
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
の
地
方
給
水
に

最
適
な
手
法
を
見
い
だ
す
た
め
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。「
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

教
科
書
や
外
国
の
事
例
で
は
な
く
実
験
結
果
か
ら
学

ん
で
い
く
と
い
う
科
学
で
は
基
本
的
な
姿
勢
が
欠
け

て
い
た
が
、
一
緒
に
実
験
を
繰
り
返
す
中
で
、
理
論

で
は
な
く
実
践
に
基
づ
い
た
結
果
を
ス
タ
ッ
フ
た
ち

が
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
変
化
の
兆

し
を
報
告
す
る
。

　

ま
た
、
給
水
施
設
の
整
備
に
当
た
る
の
は
土
木
技

術
者
の
児
島
直
美
隊
員
。
同
州
に
は
給
水
施
設
の
施

工
管
理
を
担
え
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
児
島
さ

ん
は
現
地
の
技
術
者
と
村
に
足
を
運
ん
で
現
場
の
調

査
や
測
量
を
行
う
な
ど
、
施
設
の
設
計
か
ら
積
算
、

工
事
発
注
と
、
施
設
完
成
ま
で
の
一
連
の
業
務
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
公
用
語
の
ア
ム
ハ
ラ
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
労
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、

根
本
的
な
考
え
方
も
仕
事
の
進
め
方
も
ス
ピ
ー
ド
感

も
ま
っ
た
く
違
う
異
国
の
地
で
、
小
さ
な
こ
と
で
も

何
か
一
つ
分
か
り
合
え
た
瞬
間
は
大
き
な
喜
び
と
な

る
。「
自
分
の
や
り
方
に
共
感
し
、参
考
に
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
同
僚
と
の
き
ず
な
が
深
ま
っ
た
と
き
は
う

れ
し
か
っ
た
」。

せ
き
り

特集 “生命の水”を届けるために
いのち

P14-15：特集　生命の水を届けるために
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